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北海道における縄文世界遺産に係る関連事業の全体計画（素案） 
 

令和７年（2025年）11月 

環境生活部文化局文化振興課縄文世界遺産推進室 

 

１ 趣旨 

令和６年(2024年)12月に策定した「北海道における縄文世界遺産の拠点形成方針」（以下「拠

点形成方針」という。）において、拠点機能の発揮に係る取組を計画的に実施するため策定するこ

ととしている関連事業の全体計画について、拠点に必要な機能などをまとめた「北海道における

縄文世界遺産の拠点機能のあり方（令和５年(2023年)３月策定）」（以下「拠点機能のあり方」と

いう。）や、令和３年(2021 年)３月に策定した「北海道における縄文世界遺産の活用のあり方」

（以下「活用のあり方」という。）における取組等も含め、道として計画的に取り組んでいくため、

策定するものです。 

 

２ 計画の期間 

  令和８年度(2026年度)から令和12年度(2030年度)までの５年間とします。 

 

３ 事業の展開方針 

「活用のあり方」に掲げる施策の展開に基づき事業を推進するとともに、「拠点形成方針」や「拠

点機能のあり方」で示した取組等を計画的に実施し、その推進状況を管理していきます。 

区分 項目 事業内容 

施
策
の
展
開
（
活
用
の
あ
り
方
） 

「北海道の縄文」を

支える人づくり、新

たな価値の担い手

づくり 

・ 地域の活動団体の基盤強化に向けて団体間の交流･連携を促進する情報交換

会等を開催します 

・ 各地域のガイドが、来訪者に世界遺産としての遺跡の価値を伝えることが

できるよう研修会を開催します 

・ ターゲットに応じガイドレベルを調整できるガイドの育成を図ります 

・ ガイド育成に向けた道内共通ガイドブックを作成し、活用を図ります 

・ 地域の人自らが地域の縄文遺跡を活用した取組の担い手となるよう、地域

での自主的な研修会の開催等をサポートします 
来訪者を受け入れ

る体制の整備、｢北

海道の縄文｣を活か

した環境整備の充

実 

・ 「北海道･北東北の縄文遺跡群包括的保存管理計画」や各遺跡の保存活用計

画等に基づき、適切な保存と管理を推進します 

・ 移動手段に応じた経路情報など道内各遺跡へのアクセス情報（駐車可能台

数等を含む）を一体的に発信します 

・ 受入体制の充実化を図るため先端技術を活用し、縄文世界遺産の価値や魅

力を発信するコンテンツの作成を進めます 
価値の継承と郷土

愛の醸成 

・ 教育旅行の誘致に向けたPR資材の作成、教育旅行説明会への参加などの取

組を進めます 

・ 「北海道の縄文」の価値や魅力をわかりやすいストーリーで伝える啓発物を

作成します 

・ 地域住民等の世界遺産に対する理解を促すため、他の世界遺産における地

域の取組事例を紹介するとともに、価値や魅力をわかりやすいストーリーで

伝える啓発を進めます 
｢北の縄文ファン｣

を広げる取組、価値

を創造する取組 

・ 「北海道の縄文」の価値や魅力について、北の縄文ポータルサイトで発信す

るなど、統一的な情報発信を進めます 

・ 「北海道の縄文」の価値や魅力に直接触れる機会を創出するため、「北海道

縄文のまち連絡会」と連携したセミナーや展示会などを開催します 

・ 「未来へつづく、一万年ストーリー。」などのキャッチフレーズの活用によ

り、「北海道の縄文」の価値･魅力を発信します 

・ 北の縄文･官民連携プラットフォームを活用するなど、観光事業者等との連

携を強化します 
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区分 項目 事業内容 

拠
点
形
成
の
展
開
（
拠
点
形
成
方
針
） 

縄
文
世
界
遺
産
推
進
室
を
中
心
に
機
能
強
化 

総合調整機能 

 道内資産全体を統

括する拠点機能の

強化 

・ 道内資産の保全と活用に係る取組を実効性のあるものとするため、  

世界遺産や縄文遺跡等に関する専門性を確保します 

・ 中長期を見通しながら効果的な事業展開を図るため、有識者等から

助言を得られる体制づくりを進めます 

・ 縄文世界遺産全体の魅力向上を図る事業等を推進するため、縄文遺

跡群世界遺産本部（事務局：青森県）を通じた北東北３県との連携を

強化します 
道内資産全体の保

全と活用の推進、全

体のブランディン

グ･マーケティング

等の展開 

・ 道内資産の一体的な理解を広げるため、統一感のある情報発信等に

よるブランディングを展開します 

・ 道内資産に関心を持つ方々をさらに増やしていくため、外国からの

来訪者、次世代を担う高校生など、対象者を意識した提供プログラム

や情報発信等を企画･調整します 

・ 道内資産の価値の深化や新たな知見等、縄文世界遺産の魅力の更新

を図るため、国内外の関連研究機関等との交流を進めるなど、世界遺

産の価値の普及･保全に関する研究成果を収集･発信します 
北海道博物館や道

立埋蔵文化財セン

ターといった道の

専門機関、関係市町

や関係団体等の連

携強化 

・ 拠点における機能の効果的･効率的な発揮を図るため、道の専門機

関や関係市町、団体等による連携組織を運営します 

・ 地域への誘客や周遊を進める拠点機能を効果的に発揮させるため、  

観光、まちづくり、地域おこしなど関連分野との連携を図ります 

・ 道内資産への関心のきっかけづくりや、関連地域を訪問する魅力の

向上を進めるため、食や芸術、異文化など、多様な地域資源との交流

による相乗効果の発揮を図ります 

・ 道内に所在する多くの縄文遺跡の活用について関心を高めるため、  

市町村と連携した情報発信を進めます 

地域支援機能（道央エリア） 

 縄文世界遺産推進

室を中心とした 

拠点機能の強化 

・ 世界遺産としての縄文遺跡の価値、魅力を発信するため、北海道庁

旧本庁舎、北海道博物館、道立埋蔵文化センターといった道立施設

や、駅･空港等の交通拠点の活用を図ります 
関係市町と一体と

な っ た 遺 産 の  

価値・魅力の発信 

・ 縄文世界遺産の現代的意義の効果的な普及を図るため、道内資産に

加え、周辺の自然環境や産業などの地域資源を組み合わせた情報を

発信します 

・ 道内資産の魅力について効果的な発信を図るため、地域住民や地域

の活動と連携を図ります 

誘客･周遊を促す道

央の出発点として、

道南エリアへの周

遊の促進 

・ 道央エリアの来訪者に対して道南エリアへの周遊を促進するため、 

道立施設を活用するほか、駅･空港等の交通拠点における情報発信機

能の活用を図ります 

・ 道内資産への誘客を促進するため、国内外に向けた多様な観光  

誘致事業との連携を進めます 
大学等高等教育機

関と連携した道央

エリアにおける地

域活動等の支援 

・ 道内資産等の保全と活用に関する専門人材のスキルアップを支援

するため、大学等高等教育機関と連携した人材育成を進めます 

・ 縄文世界遺産の普及や活用について地域における取組の定着や活

発化を進めるため、世界文化遺産などの地域資源に関する、児童･生

徒向け教育プログラムや成人向け普及プログラムなどについて情報

を収集し、関係市町等と共有します 

多様化する観光形

態に対応した体験

プログラムの構築 

・ ヘリテージツーリズムやアドベンチャートラベルなど多様な観光

形態に対応するため、ガイド育成など、市町の受入体制づくりを進め

ます 

・ 地域における対応力を考慮し継続的に来訪者を受け入れるため、持

続可能な観光プログラムの企画や、実施に向けた調整を進めます 
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区分 項目 事業内容 

拠
点
形
成
の
展
開
（
拠
点
形
成
方
針
） 

新
た
な
拠
点
を
形
成 

地域支援機能（道南エリア） 

 道南エリアにおけ

る新たな拠点の設

置、拠点機能の強化 

・ 拠点機能を効果的・効率的に発揮するため、函館市及び関係団体な

どの協力のもと、エコ･ミュージアム※の取組を参考に、函館市南茅部

地域を候補地とし、周辺の自然環境や産業などの地域資源を組み合

わせた遺産の価値や魅力の発信等を行う拠点形成を進めます 
関係市町と一体と

なった遺産の価値・

魅力の発信 

・ 縄文世界遺産の現代的意義の効果的な普及を図るため、エコ･ミュ

ージアム※の取組を参考に、道内資産に加え、周辺の自然環境や産業

などの地域資源を組み合わせた情報を発信します 

・ 道内資産の魅力について効果的な発信を図るため、地域住民や地域

の活動と連携を図ります 

誘客･周遊を促す道

南の出発点として、

道央エリア等への

周遊の促進 

・ 道内資産への誘客を促進するため、青函交流事業との連携を図りま

す 

道内資産と一体と

なった世界遺産教

育を通じた人材の

育成 

・ 保全･活用に関する地域活動において、中心的な役割を担う人材の

育成を図るため、世界遺産としての価値をより深く理解できるよう、

道内資産やその周辺の地域資源をフィールドとして活用する研修プ

ログラムを構築します 

多様化する観光形

態に対応した体験

プログラムの構築 

・ ヘリテージツーリズムやアドベンチャートラベルなど多様な観光

形態に対応するため、ガイド育成など、市町の受入体制づくりを進め

ます 

・ 地域における対応力を考慮し継続的に来訪者を受け入れるため、持

続可能な観光プログラムの企画や、実施に向けた調整を進めます 

※ ある一定の文化圏を構成する地域の人びとの生活と、その自然、文化および社会環境の発展過程を史的に研究し、 

それらの遺産を現地において保存、育成、展示することによって、当該地域社会の発展に寄与することを目的とす 

る野外博物館のこと。 

 

４ 計画の推進管理 

(1) 評価指標 

   事業の効果を客観的に評価するため、次のとおり評価指標を設定します。 

指標 目標 

構成資産への来訪者数 
令和６年度（2024年度）：81,152人 

→ 令和12年度（2030年度）：110,000人 

縄文世界遺産の認知度 
令和６年度（2024年度）：41％ 

→ 令和12年度（2030年度）：75％ 

シンポジウム、パネル展等

の開催回数 

令和６年度（2024年度）：５回 

→ 令和12年度（2030年度）：６回 

北の縄文ポータルサイトの

閲覧数 

令和６年度（2024年度）：57,000件 

→ 令和12年度（2030年度）：100,000件 
 
(2) 取組の効果検証・評価 

毎年度、計画に掲げた取組の進捗状況を把握するとともに、取組の効果検証や評価を行いな

がら取組を推進していきます。 

また、検証･評価の結果等も踏まえながら、必要に応じて計画の見直しを行います。 
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＜資料編＞ 縄文世界遺産に関する現状について 
道では、「活用のあり方」で示した取組の方向性を踏まえ、道内資産の保全と活用に向けた取組

を関係市町及び民間団体等と連携し実施してきました（表１）。 
この間、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の道内構成資産への来訪者数は、世界遺産登録前の令

和２年度（2020年度）の22,180人から、令和６年度（2024年度）は81,152人に増加し、こうし
た取組に一定の効果があったものと考えます（表２）。 
一方で、縄文世界遺産に対する道民の認知度は、令和６年度（2024年度）は41％（縄文世界遺

産推進室調べ）であり、また、国内に所在する世界遺産のなかでは認知度が低い状況（マーケテ
ィング・リサーチ会社の調査結果）にあります（表３）。 

 
（表１） 年度別の道の主な取組 

令和４年度（2022年度） 令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 
・ガイド研修会の開催① 
・ガイド教本の作成① 
・北の縄文ポータルサイトの
構築②・③・④ 

・教育旅行等への活用の呼び
かけ③ 

・価値紹介動画の制作③ 
・１周年記念シンポジウム、
セミナー及びパネル展の開
催③・④ 

・北の縄文・官民連携プラッ
トフォームの設置④ 

・北の縄文のロゴマークの使
用開始④ 

・ガイド研修会の開催① 
・ＮＦＴデジタルスタンプラ
リーの開催② 

・北の縄文ポータルサイトの
多言語化②・③・④ 

・教育旅行等への活用の呼び
かけ③ 

・パンフレットの制作③ 
・２周年記念シンポジウム、
セミナー及びパネル展の開
催③・④ 

・北の縄文・官民連携プラッ
トフォームの開催④ 

・北の縄文のロゴマークの使
用④ 

・ガイド研修会の開催① 
・縄文世界遺産の OUVを説明
する音声ガイドの制作 

・②北の縄文ポータルサイト
の活用②・③・④ 

・教育旅行等への活用の呼び
かけ③ 

・動画・パンフレットの制作
③ 

・３周年記念イベント、セミ
ナー及びパネル展の開催
③・④ 

・北の縄文・官民連携プラッ
トフォームの開催④ 

・北の縄文のロゴマークの使
用④ 

（注） 「活用のあり方」で示された施策展開の方向性ごとの主な取組を記載。 
①：「北海道の縄文」を支える人づくり、②：来訪者を受け入れる体制の整備、③：価値
の継承と郷土愛の醸成、④：「北の縄文ファン」を広げる取組 

 
 （表２） 年度別道内構成資産の来訪者数（単位：人） 

資産名 
令和１ 
（2019） 

令和２ 
（2020） 

令和３ 
（2021） 

令和４ 
（2022） 

令和５ 
（2023） 

令和６ 
（2024） 

垣ノ島遺跡 962 260 26,781 43,478 34,063 30,027 
北黄金貝塚 11,358 8,663 14,303 18,983 16,011 18,626 
大船遺跡 9,725 10,324 25,682 29,405 23,137 19,329 
入江貝塚 
高砂貝塚 

3,830 258 4,547 8,383 6,475 7,381 

キウス周堤墓群 1,479 2,675 6,173 10,631 6,659 5,789 
道内構成資産計 27,354 22,180 77,486 110,880 86,345 81,152 
構成資産全体 289,532 145,676 275,528 424,527 431,305 410,699 

 出典：令和７年度（2025年度）第１回縄文遺跡群世界遺産協議会資料 
 
 （表３） 世界遺産に関する調査（2025年） 

日本の世界遺産のうち、認知度の高い上位５遺産及び縄文世界遺産（回答数1,100名） 
遺産名 認知度（％） 

原爆ドーム 61.6% 
厳島神社 54.1% 
屋久島 53.8% 
富岡製糸場と絹産業遺跡群 53.6% 
白川郷・五箇所山の合掌造り集落 49.3% 

北海道・北東北の縄文遺跡群 15.7% 

出典：マーケティング・リサーチ会社のクロス・マーケティングが実施した調査結果 



事業内容の機能別分類表

機能 項目 事業内容

道内資産全体を統括する拠点機能の強化 道内資産の保全と活用に係る取組を実効性のあるものとするため、世界遺産や縄文遺跡等に関する専門性を確保します
「北海道の縄文」を支える人づくり、新たな価値の担い手づくり 地域の人自らが地域の縄文遺跡を活用した取組の担い手となるよう、地域での自主的な研修会の開催等をサポートします

価値の継承と郷土愛の醸成
地域住民等の世界遺産に対する理解を促すため、他の世界遺産における地域の取組事例を紹介するとともに、価値や魅力をわかりやすいストーリーで伝
える啓発を進めます
各地域のガイドが、来訪者に世界遺産としての遺跡の価値を伝えることができるよう研修会を開催します
ターゲットに応じガイドレベルを調整できるガイドの育成を図ります
ガイド育成に向けた道内共通ガイドブックを作成し、活用を図ります

価値の継承と郷土愛の醸成
地域住民等の世界遺産に対する理解を促すため、他の世界遺産における地域の取組事例を紹介するとともに、価値や魅力をわかりやすいストーリーで伝
える啓発を進めます

来訪者を受け入れる体制の整備、「北海道の縄文」を活かした環境整備の
充実

移動手段に応じた経路情報など道内各遺跡へのアクセス情報（駐車可能台数等を含む）を一体的に発信します

「北海道の縄文」の価値や魅力をわかりやすいストーリーで伝える啓発物を作成します

地域住民等の世界遺産に対する理解を促すため、他の世界遺産における地域の取組事例を紹介するとともに、価値や魅力をわかりやすいストーリーで伝
える啓発を進めます
「北海道の縄文」の価値や魅力について、北の縄文ポータルサイトで発信するなど、統一的な情報発信を進めます
「未来へつづく、一万年ストーリー。」などのキャッチフレーズの活用により、「北海道の縄文」の価値･魅力を発信します
道内資産の一体的な理解を広げるため、統一感のある情報発信等によるブランディングを展開します

道内資産に関心を持つ方々をさらに増やしていくため、外国からの来訪者、次世代を担う高校生など、対象者を意識した提供プログラムや情報発信等を
企画･調整します

道内資産への関心のきっかけづくりや、関連地域を訪問する魅力の向上を進めるため、食や芸術、異文化など、多様な地域資源との交流による相乗効果
の発揮を図ります
道内に所在する多くの縄文遺跡の活用について関心を高めるため、市町村と連携した情報発信を進めます

「北の縄文ファン」を広げる取組、価値を創造する取組 北の縄文･官民連携プラットフォームを活用するなど、観光事業者等との連携を強化します

北海道博物館や道立埋蔵文化財センターといった道の専門機関、関係市町
や関係団体等の連携強化

地域への誘客や周遊を進める拠点機能を効果的に発揮させるため、観光、まちづくり、地域おこしなど関連分野との連携を図ります

交流 「北海道の縄文」を支える人づくり、新たな価値の担い手づくり 地域の活動団体の基盤強化に向けて団体間の交流･連携を促進する情報交換会等を開催します

研究
道内資産全体の保全と活用の推進、全体のブランディング、マーケティン
グ等の展開

道内資産の価値の深化や新たな知見等、縄文世界遺産の魅力の更新を図るため、国内外の関連研究機関等との交流を進めるなど、世界遺産の価値の普及･
保全に関する研究成果を収集･発信します

来訪者を受け入れる体制の整備、「北海道の縄文」を活かした環境整備の
充実

受入体制の充実化を図るため先端技術を活用し、縄文世界遺産の価値や魅力を発信するコンテンツの作成を進めます

「北の縄文ファン」を広げる取組、価値を創造する取組 「北海道の縄文」の価値や魅力に直接触れる機会を創出するため、「北海道縄文のまち連絡会」と連携したセミナーや展示会などを開催します
中長期を見通しながら効果的な事業展開を図るため、有識者等から助言を得られる体制づくりを進めます
縄文世界遺産全体の魅力向上を図る事業等を推進するため、縄文遺跡群世界遺産本部（事務局：青森県）を通じた北東北３県との連携を強化します

北海道博物館や道立埋蔵文化財センターといった道の専門機関、関係市町
や関係団体等の連携強化

拠点における機能の効果的･効率的な発揮を図るため、道の専門機関や関係市町、団体等による連携組織を運営します

保全 関係市町と一体となった遺産の価値・魅力の発信 道内資産の魅力について効果的な発信を図るため、地域住民や地域の活動と連携を図ります

教育 大学等高等教育機関と連携した道央エリアにおける地域活動等の支援
縄文世界遺産の普及や活用について地域における取組の定着や活発化を進めるため、世界文化遺産などの地域資源に関する、児童･生徒向け教育プログラ
ムや成人向け普及プログラムなどについて情報を収集し、関係市町等と共有します

縄文世界遺産推進室を中心とした拠点機能の強化
世界遺産としての縄文遺跡の価値、魅力を発信するため、北海道庁旧本庁舎、北海道博物館、道立埋蔵文化センターといった道立施設や、駅･空港等の交
通拠点の活用を図ります

関係市町と一体となった遺産の価値・魅力の発信 縄文世界遺産の現代的意義の効果的な普及を図るため、道内資産に加え、周辺の自然環境や産業などの地域資源を組み合わせた情報を発信します

誘客・周遊を促す道央の出発点として、道南エリアへの周遊の促進
道央エリアの来訪者に対して道南エリアへの周遊を促進するため、　道立施設を活用するほか、駅･空港等の交通拠点における情報発信機能の活用を図り
ます

価値の継承と郷土愛の醸成 教育旅行の誘致に向けたPR資材の作成、教育旅行説明会への参加などの取組を進めます
道内資産への誘客を促進するため、国内外に向けた多様な観光誘致事業との連携を進めます
ヘリテージツーリズムやアドベンチャートラベルなど多様な観光形態に対応するため、ガイド育成など、市町の受入体制づくりを進めます
地域における対応力を考慮し継続的に来訪者を受け入れるため、持続可能な観光プログラムの企画や、実施に向けた調整を進めます

大学等高等教育機関と連携した道央エリアにおける地域活動等の支援 道内資産等の保全と活用に関する専門人材のスキルアップを支援するため、大学等高等教育機関と連携した人材育成を進めます
関係市町と一体となった遺産の価値・魅力の発信 道内資産の魅力について効果的な発信を図るため、地域住民や地域の活動と連携を図ります

道内資産と一体となった世界遺産教育を通じた人材の育成
保全･活用に関する地域活動において、中心的な役割を担う人材の育成を図るため、世界遺産としての価値をより深く理解できるよう、道内資産やその周
辺の地域資源をフィールドとして活用する研修プログラムを構築します

教育 道内資産と一体となった世界遺産教育を通じた人材の育成
保全･活用に関する地域活動において、中心的な役割を担う人材の育成を図るため、世界遺産としての価値をより深く理解できるよう、道内資産やその周
辺の地域資源をフィールドとして活用する研修プログラムを構築します

情報発信 関係市町と一体となった遺産の価値・魅力の発信
縄文世界遺産の現代的意義の効果的な普及を図るため、エコ･ミュージアムの取組を参考に、道内資産に加え、周辺の自然環境や産業などの地域資源を組
み合わせた情報を発信します

価値の継承と郷土愛の醸成 教育旅行の誘致に向けたPR資材の作成、教育旅行説明会への参加などの取組を進めます
誘客・周遊を促す道南の出発点として、道央エリア等への周遊の促進 道内資産への誘客を促進するため、青函交流事業との連携を図ります

ヘリテージツーリズムやアドベンチャートラベルなど多様な観光形態に対応するため、ガイド育成など、市町の受入体制づくりを進めます

地域における対応力を考慮し継続的に来訪者を受け入れるため、持続可能な観光プログラムの企画や、実施に向けた調整を進めます

総合調整 道南エリアにおける新たな拠点の設置、拠点機能の強化
拠点機能を効果的・効率的に発揮するため、新たな拠点の設置地域は、函館市南茅部地域を候補地とし、函館市及び関係団体などの協力のもと、エコ･
ミュージアムの取組を参考に、周辺の自然環境や産業などの地域資源を組み合わせ等による遺産の価値や魅力の発信等を行う拠点形成を進めます

誘客・周遊を促す道央の出発点として、道南エリアへの周遊の促進

全体

保全
来訪者を受け入れる体制の整備、「北海道の縄文」を活かした環境整備の
充実

情報発信

価値の継承と郷土愛の醸成

「北の縄文ファン」を広げる取組、価値を創造する取組

道内資産全体の保全と活用の推進、全体のブランディング、マーケティン
グ等の展開

北海道博物館や道立埋蔵文化財センターといった道の専門機関、関係市町
や関係団体等の連携強化
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エリア等

「北海道･北東北の縄文遺跡群包括的保存管理計画」や各遺跡の保存活用計画等に基づき、適切な保存と管理を推進します

「北海道の縄文」を支える人づくり、新たな価値の担い手づくり
普及

道南

保全

誘客
多様化する観光形態に対応した体験プログラムの構築

誘客

総合調整
道内資産全体を統括する拠点機能の強化

道央
情報発信

誘客


